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AD法により、外側外壁面に酸化チタン
を、内側外壁面に銀色粉体を噴射する
外側に色素増感型太陽電池、内側に集光
機能が実現

二重膜の間に
砂を充填する

膜

膜

砂

酸化チタン

銀色粉体

膜に接着された磁石で、膜と膜を
挟むようにユニットを接続する

ユニットA ユニットB

共有スペース

共有スペース、個人スペース
下階のユニットA・ユニット
Bを展開する

個人スペース上階のユニッ
トA・ユニットBを展開し、
下階部分と磁石で接続する

小惑星Aで氷や鉱石の採掘を行う
金属の製錬を行う

小惑星B で氷や鉱石の採掘を行う
金属の製錬を行う

資源を得ながら、居住空間が
拡大していく

時間変化

建物全体立面図
SCALE=1:400

制御室

保管庫

遠心力

アルミニウム合金

空間に漂っているときは、物資の保管庫として使う。
小惑星上では、展開することで採掘した金属に熱を
加えて製錬するための集光設備として利用できる。

鉱石

居住空間立断面図
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堆肥作り

畑

水の循環

ろ過・蒸留

給湯設備は
集熱による

透明な膜で紫外線消毒

太陽光発電
+

床発電

居住空間は、ユニット
に分けられている。
危機的状況の際に、分
割・再結合が可能

個人スペース   ユニットA ＆ ユニットB
+

共有スペース

微生物による汚泥の堆肥化でCO₂が発生し、畑の
CO₂濃度を上昇させる。畑のCO₂濃度は、植物の生長
に適切な1000～1500ppmに保たれるよう管理する。

実験室はフッ素系の耐火膜を使
用しており、火気使用可能。通
常よりもCO2濃度が高くなる
実験室と植物工場で空気を循環
する事で植物の生長も促進され
る。

調理機器とし
て IHと電子レ
ンジがある。

洗濯は水や洗剤を含ませたフィ
ルターで挟み、微振動を加える。

シャワーと、ビニールプール状
のお風呂がある。お風呂場の天
井は四角錐の形状をしており、
水蒸気を回収しやすい。

易分解性洗剤
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(B も同じ )
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小惑星での配置図
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Conservative Habitable Zone　内で
自由に動く。時々小惑星に立ち寄る。

生
寄り

きる
設計主旨
ひとつの星では固有の資源しか得られないが、宇宙空間には含む元素の異なる小惑星が多数存在している。小惑
星には生物に必要な元素が含まれる可能性が高く、重元素が集まっていて利用しやすい。そこで、ハビタブルゾー
ン内にやってくる地球近傍小惑星に注目した。小惑星から資源を採掘し、採掘が終わると飛び立ち、太陽の周り
を公転し始める。他の小惑星が近づいてきたら、また降り立って採掘を行う。さまざまな小惑星を移動しながら資
源を集めて、居住空間を広げていく。小惑星に「寄生」して膨張していくような建築である。また、ユニット構造
で、空間の膨張に従い、人々が寄って（集まって）くることも考えた。

小惑星への寄生と空間の膨張

小惑星に人々が降り立つ時には、人々が膜パ
イプ➡中心パイプを通って地上へ降りる。

移動パイプを中心
軸として回転する。 空気・砂膜構造

膜パイプ
遠心力

接地状態

浮遊状態

共有スペースでは、植物と触れ合ったり、壁や天井の
膜で投影を楽しんだりする。
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個人スペース平面図
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